
  
 

オ
サ
カ
か
コ
サ
カ
か
？ 

 
 
 
 
 

 

  

以
前
、
小
坂
小
学
校
の
小
坂
の
読
み
は
オ
サ 

 
 

 

カ
か
コ
サ
カ
か
と
い
う
事
が
話
題
に
な
り
ま
し 

 
 

 

た
。
今
は
オ
サ
カ
で
す
が
、
明
治
二
六
年
に
小 

 
 

 

坂
村
で
唯
一
の
尋
常
小
学
校
と
し
て
開
校
し
た 

 
 

 

の
で
、
当
初
、
校
名
の
読
み
は
村
名
と
同
じ
で 

 
 

 

コ
サ
カ
で
し
た
。
（
小
袋
谷
村
は
、
明
治
二
二 

 
 
 

 
 

年
に
近
く
の
五
つ
の
村
と
合
併
し
て
小
坂
村
と 

 
 

 

な
り
ま
し
た
。）
し
か
し
、
大
正
の
頃
に
先
生 

 
 
 

 
 

達
か
ら
正
し
く
は
オ
サ
カ
で
は
な
い
か
と
い
う 

 
 

 

声
が
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
村 

 
 

 

名
が
江
戸
時
代
の
こ
の
辺
一
帯
の
郷
名
に
由
来 

 
 

 

し
、
そ
の
郷
名
、
小
坂
郷
の
読
み
が
新
編
相
模 

 
 

 

国
風
土
記
稿
に
漢
字
表
記
で
「
遠
佐
可
」（
オ 

 
 
 

 
 

サ
カ
）
と
載
っ
て
い
た
か
ら
の
よ
う
で
す
。
幕 

 
 

 

府
の
命
で
昌
平
坂
学
問
所
が
一
八
四
二
年
に
完 

 
 

 

成
さ
せ
た
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
は
、
明
治
十 

 
 

 

七
年
に
活
字
本
が
作
ら
れ
明
治
二
一
年
に
印
刷 

 
 

 

出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
指
摘
さ
れ
た
の
は
大
正 

 
 

 

に
入
っ
て
か
ら
な
の
で
一
般
に
普
及
す
る
の
に 

 
 

 

時
間
が
か
か
っ
た
よ
う
で
す
。
あ
る
長
老
は
、 

 
 

 

昭
和
の
初
め
の
頃
、
小
学
校
の
習
字
の
時
間
に 

 
 

 

「
遠
佐
可
」
を
書
か
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
そ
う 

 
 

 

で
す
。
正
式
に
読
み
が
コ
サ
カ
か
ら
オ
サ
カ
に 
 
 

 

変
わ
っ
た
の
は
、
小
坂
村
が
昭
和
八
年
に
大
船 

 
 

 

町
に
な
っ
た
後
、
尋
常
小
学
校
が
国
民
学
校
に 

 
 

 

改
称
さ
れ
た
時
か
ら
と
い
う
話
と
、
鎌
倉
市
と 

 
 

 

合
併
後
、
昭
和
三
十
年
代
半
ば
頃
と
い
う
話
が 

 
 

 

あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

ま
た
鎌
倉
市
史
総
説
編
に
は
、
小
坂
と
い
う 

 
 

 

地
名
は
鎌
倉
時
代
逗
子
市
小
坪
に
住
ん
で
い
た 

 
 

 

小
坂
氏
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
書
か 

 
 

 

れ
て
い
ま
す
。
振
り
仮
名
の
つ
い
て
い
る
寛
永 

 
 

 

版
吾
妻
鏡
に
お
い
て
、
小
坂
氏
に
つ
い
て
い
る 

振
り
仮
名
も
オ
サ
カ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 


